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はじめに

知って・学んで・実践！ 広がる！ 環境学習の輪

「おきがる環境講座」運営責任者
特定非営利活動法人えどがわエコセンター 副理事長　大和地 弘一

　平成１６年に区からの委託事業としてスタートした「環境学習リーダー養成講座」は、平成２０年度
から「おきがる環境講座」に名称を変え、今年度で１１年を迎えることができました。地域やエコセン
ターで活動するための知識と必要なノウハウを基礎から段階的に学べる講座とし、昨年度の１１講座
から１４講座（オープニング講演会、基礎６講座、ステップアップ４講座、小中校生３講座、リーダー・仲
間づくり１講座）に増やし、４４９名の受講者の中からリーダー・仲間づくり講座は、13名の修了生が誕
生しました。
　今年度はESD持続可能な社会の基盤となる教育を視野に、小中学校の総合学習の一環として出
前授業を行いました。
　企画・運営面では、イノシシ倶楽部による運営も定着し、各講座のリーダー運営ノウハウも付き、組織
的な体制で推進することができました。来年度は１２年目を迎え、「おきがる環境講座」の更なる発展と
それを運営するイノシシ倶楽部の飛躍を期待したい。
　講座開催に際しご協力いただいたパートナーシップ事業者等、イノシシ倶楽部やえどがわエコセン
ター事務局の方々のご尽力に感謝申し上げます。

（Ⅰ）プログラム
●開講に先立ちオープニング講演を実施し、東京大学名誉教授・国際連合大学名誉副学長の
安井至氏に講演をいただき、環境問題を考える入口とした。

●子ども環境学習は、瑞江小学校（4年生73名）、瑞江小学校（特別支援学級27名）、瑞江中学校
（1年生105名）の計２０５名で実施した。
●商品の原材料調達から廃棄までの間に、どのように環境に負荷を与えているか、“ライフサイク
ル思考に基づく環境教育”についてＬＣＡ学習を実施した。

（Ⅱ）パートナーシップ
企業や他行政との連携事業として、従来の東京ガス（株）東部支店、花王（株）、江戸川総合人生
大学に加え、新たに東京商工会議所江戸川支部、こども未来館との連携事業による環境学習を
実施することができた。

（Ⅲ）人材育成
今年度リーダー講座の受講生は、江戸川総合人生大学の人が多く、１３名の方が修了されエコ
センター会員、イノシシ倶楽部や他団体に入会が期待される。エコセンターの担い手として今後
の活動に期待したい。

（Ⅳ）受講者数
目標３００名に対し４４９名と達成できたが、小中学生講座で２０５名と全体の４５％を占め、一般向
けは全体的に集客に苦戦した。来年度も継続して、魅力的なプログラム開発やターゲットを絞った
広報活動に努めていきたい。

1



おきがる環境講座は、オープニング講演会、基礎からステップアップしてリーダー仲間づくり講座
へと無理なく段階的に学べ、お好きな講座を選択できることを特徴としています。
もう一つは、次代を担う子ども達への出前講座を開催しています。

平成２6年度（2014年度） おきがる環境講座 概要

オープニング講演会  環境問題を考える入口として
人類は何で苦境に陥るのか？ エネルギーは？ 資源は？ 食料は？ 気候変動は？ 解決方法はある
のか？ など 環境問題を考える入口として参加しましょう。
「地球の破綻」  ２１世紀版「成長と限界」  ～地球の未来を考えてみる～
　■講師：安井 至 （東京大学名誉教授・国際連合大学名誉副学長・ＮＩＴＥ理事長）

基礎編  環境について学びたい方へ（６講座）
これから環境について学びたい方へ。 エコセンターや区が取り組んでいる活動や事業、講演会、
体験教室やバス見学会などに参加しましょう。
第１回　夏休み親子でエコを体験しよう　～夏休みの自由研究にぴったり。ガスと水について体験します～
第２回　花王すみだ事業場見学会　～清浄文化史や花王のモノづくり・エコへの取組について学びます～
第３回　原っぱで生き物をさがそう探検隊　～都市部の限られた環境に生きている生物や植物を観察します～
第４回　深刻化する異常気象　～深刻化する異常気象の現状と将来予測を知り地球への影響を考えます～
第５回　環境問題の今（入門編）　～身近な環境問題から地球規模にいたるまで～
第６回　eco検定受験対策セミナー　～合格の可能性を高めたい方にお勧めのセミナーです～

ステップアップ講座  行動したい方への第一歩（４講座）
環境問題に興味を持っていてこれから行動したい方へ。 イベントに参加したり、見たり、聞いたり、
体験しながら積極的な関わりへと「ステップアップ」します。
第１回　親子で食育菜園を体験しよう　～食べられる植物の香りや意外な特性・パワーを体験します～
第２回　最新のリサイクル施設を見にいこう　～家電や食品廃棄物処理等の現状を知りライフスタイルを見直そう～
第３回　みんなでやろう！ 省エネ対策　～家庭のライフスタイルにマッチした省エネアドバイスが受けられます～
第４回　買い物袋の一生（商品の一生を考える） 　～日常のお買い物がCO2の排出に繋がっていることを学びます～

リーダー・仲間づくり講座  環境学習リーダー養成講座（レッツ・エコデビュー）連続４回講座
～地域やエコセンターで活動するための知識や仲間づくり～
いよいよ地域エコデビューするために必要な技を伝授します。
第１回　地球環境と異常気象、エコセンター紹介、コミュニケーションのイロハ
第２回　エコについてグループで話し合おう＆発表
第３回　活動している人たちとの話し合い＆修了式と先輩との交流会
第４回　エコ活動イベントへの参加・体験（松江３りんしゃグランプリイベント）

小中学生講座  「子どもたちに環境学習を出前します」
ESD持続可能な社会の基盤となる教育を視野に小中学生を対象にした出前授業です。
総合学習の一環として学校単位に実施いたします。
第１回　小学生への出前事業　～パズル等を使用し環境にやさしい生活を学ぶ体験学習～
第２回　中学生への出前授業　～自分の持ち物の原料調達・生産・廃棄まで、環境への負荷を学ぶ～
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安井 至（東京大学名誉教授・国際連合大学名誉副学長・ＮＩＴＥ理事長）

人類は何で苦境に陥るか？ エネルギーは？ 資源は？ 食料は？ 気候変動は？ 解決方法はあるの

か？ などについて最新情報に基づいた環境問題の第一人者の講演を聞き、環境問題を考える入口

とする。

タワーホール船堀・研修室

一般

平成２６年７月２６日（土）１３:３0～１５：３０

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

長期的視点に立った諸データをベースに、地球の資源、環境など多面的な課題について独自の分析によ
る解説をいただき、地球全体の環境問題や細部に亘ることまで聞くことができ、参加者に地球の未来を
考える機会を得ることができた。講演会に加え、パネルディスカション的な意見交換を盛り込んだ内容を
来年度に向け検討を進めてきたい。今後も区民への長期的思考で捉えた地球環境問題と身近な環境問
題の講座の提供が、必要であると感じた。

1 オープニング講演会 
「地球の破綻」２１世紀版「成長と限界」 ～地球の未来を考えてみる～
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がすてな－に・東京ガスの科学館 東京ガス㈱、東京都水の科学館

夏休みを利用して親子で、がすてな－に・東京ガスの科学館、東京都水の科学館を見学、ナゾを解

いたり、ひみつを探検したり、クイズや実験にチャレンジしながら私たちの生活にかかせない「ガス」

と「水」について学ぶ。

がすてな－に・東京ガスの科学館、東京都水の科学館

親子

平成２６年８月３日（日）８:３０～１７:００

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

昨年度、見学先の予約がとれなく夏休み最後の日であったため、翌日から学校が始まることもあり１９名
参加にとどまったが、今年度は、夏休み最初の土曜日に開催することができ３５名の参加につながった。
普段は意識することのない、私たちの暮らしには欠かすことができないガス、水を見て、ふれて、体験する
コーナーで楽しみながら学ぶことができて良かった。
また、子どもたちの夏休みの自由研究の場として提供できたのではないかと思う。

バス見学会2 基礎講座（第1回） 
夏休み親子でエコ体験をしよう ～夏休みの自由研究にぴったり。ガスと水について体験します～
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3 基礎講座（第2回） 

花王すみだ事業場

豊かな生活文化を実現するために、“環境負荷の少ない製品”をより環境負荷の少ない方法でつくり

だす企業のエコな取組や収集した史料等を展示したミュージアムで清浄文化の歴史について学ぶ。

花王㈱すみだ事業場

一般

平成２６年９月５日（金）９:３０～１２:００

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

化粧品工場ではソフィーナの製造ラインを見学し、完全自動化された製造工程や環境を考慮した製品作
りに感心した。清浄文化や花王の歴史、コミュニケーションプラザの３つの展示ゾーンでは、肌や髪の状
態を測定したり、私たちの日常生活の中で使用している製品の製造と歴史を学ぶことができ大変有意義
だった。

花王すみだ事業場見学会 ～清掃文化史や花王のものづくり・エコへの取組について学びます～
現地集合
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4 基礎講座（第3回） 

高木 嘉雄（江戸川区子ども未来館・自然観察指導員）

都市部の限られた環境の中に生きている生物や植物の色や形を見たり触ったりして、生物の不思議

さやたくましさを感じてもらうと同時に、楽しみながら生物や植物観察し触れ合うことで、小さな生

き物の命の大事さを学んでもらう。

小松川第二小学校跡地

親子

平成２６年９月１３日（土）１３：００～１４：３０

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

原っぱで生き物をさがそう探検隊 ～都市部の限られた環境に生きている生物や植物を観察します～

マンション群の中にある小松川第二小学校跡地の自然豊かな原っぱにいる沢山の生きものにビックリ！！ 
こども未来館から自然観察指導員の高木さんをはじめ、斉藤さん、山崎さんを迎え、親子でトンボやチョウ、
カエル、バッタ、ヤゴなどたくさんの生きもの捕まえて観察をし、専門家の話を聞き、楽しく生き物の不思議
やたくましさ、命の大事さを学ぶことができた。
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5 基礎講座（第4回） 

村山 貴司（気象予報士・㈶気象業務支援センター・専任主任技師）

深刻化する異常気象による猛暑や局地的な豪雨で甚大な災害が起きている。本講座では、気象予報

士から見た地球温暖化と異常気象の現状と将来を知り、私たちが暮らす陸域の約７割が海抜ゼロ

メートル地帯の江戸川区にはどのような影響があるかを考えてみる。

タワーホール船堀・３０３会議室

一般

平成２６年９月１８日（木）１８:３０～２０:００

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

気象予報士の村山貢司氏を招いての講演は、今年で連続３年となったが、年々激しくなる集中豪雨、ゲリラ
豪雨などの異常気象が地球温暖化による気温や海水温の上昇が原因していること、この影響や将来予測
について、データに基づいた話だったので臨場感があり有意義だった。受講者からは、“シリーズ化して欲
しいくらい充実した内容で、特に直近のデータを使用されていたのでビックリしました”と好評価だった。

深刻化する異常気象 ～深刻化する異常気象の現状と将来予測を知り地球への影響を考えます～ 
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6 基礎講座（第5回） 

北野 大（江戸川総合人生大学学長）

江戸川総合人生大学とのパートナーシップ事業は７年目を迎え、今年度も北野学長のわかりやすく

ユーモアを交えた講座を聴講生として受講。「地球環境の今」をテーマに、過去から現在に至る地球

環境問題を理解し、身の回りの環境問題に対する意識を新たにする。

篠崎文化プラザ・講義室

一般

平成２６年１１月１２日（水）１０:００～1２:００

江戸川総合人生大学

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

後 　 援

今年度も北野大学長のわかりやすくユーモアを交えた講座を受講。「環境問題の今」をテーマに、過去から
現在にいたるまでの環境課題の変遷をたどりつつ、差し迫った今日的課題を考えて見るなど、幅広いお話
しで、1人1人のライフスタイルについて考える機会をもつことができた。
また、聴講生が江戸川総合人生大学の次年度生徒募集に応募つながることに期待したい。

環境問題の今（入門編）～身近な環境問題から地球規模にいたるまで～
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7 基礎講座（第6回） 

㈱ＫＡＺコンサルティング

江戸川区が進めるECE登録事業者を対象に、社員一人ひとりの環境意識向上のために「eco検定」

を受験し、環境問題に対する幅広い知識を身につけ、業務への環境知識の活用、職場での環境負

荷低減や企業アピール等につなげる。eco検定は、これまで20万人を超えるエコピープル（検定合

格者）が生まれ様々な分野で活躍しています。

タワーホール船堀　産業振興センター

一般

平成２６年１１月２９日（土）１０：００～１７：００

東京商工会議所江戸川支部

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

共 　 催

東京商工会議所江戸川支部との初めての連携事業として、主催者が進める「eco検定受験対策セミナー」
にＥＣＥ登録事業者から４社５名の参加があった。今後は、地球温暖化防止活動を通し資源の無駄使いを
なくして、経費を節約するとともに事業所のイメージアップにつなげ、“エコタウン推進”の一端を担うことに
つながることに期待したい。

eco検定受験対策セミナー ～合格の可能性を高めたい方にお勧めのセミナーです～ 

eco検定
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8 ステップアップ講座（第1回） 

パソナアーバンファーム

「自然との共生」をテーマに開設されたパソナグループの総合拠点「アーバンファーム」を見学し、

天井や壁面に野菜や果実が実り、２００種以上の植物が彩る館内で植物の癒しを感じ、また先進

農業の技術に触れながら、食べられる植物の香りや意外な特性・パワーを体験し学ぶ。

パソナアーバンファーム（JR東京駅八重洲口徒歩５分）

親子

平成２６年８月１５日（金）１０：３０～１２：００

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

ビルの壁面や屋上に四季折々の植物が育成されており、オフィス内では野菜、植物のいろんな栽培環境
を見学することができ、自然を取り入れたオフィス環境に新鮮さを覚えた。食育ワークショップでは、
ハーブの歴史、効能を知り、触って香りを体験することができ、参加者全員にお土産としてハーブの挿し
木をもらった。親子が共に興味深く、都会の新しい自然の取り入れ方や植物の効能などを見学、学習して
もらうことができた。

親子で食育菜園を体験しよう ～食べられる植物の香りや意外な特性・パワーを体験します～
現地集合
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9 ステップアップ講座（第2回） 

㈱アルフォ、東芝環境ソリューション㈱、（公財）東京都環境公社

東京都が循環型社会への変革を促進する目的に進めている「スパーエコタウン事業」施設や２３区

内で発生する廃棄物の最終処分場を見学し、リサイクル意識の向上と先進的な廃棄物処理・リサイ

クル技術を知り、私たちが暮らす江戸川区の取り組み「Edogawaごみダイエット プラン」を理解し、

３Ｒを意識したライフスタイルへの見直し行動につなげる。

大田区城南島、神奈川県神奈川区、江東区青海

一般

平成２６年１０月７日（火）８：００～１７：００

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

普段、接することがない処理施設を見学したことで、参加者の意識も変わり、実際の現場を見ることの大切さを
実感した。３か所を回るタイトな見学会で心配したが、スケジューリング等を施設見学先の理解もあり予定通り
実施できた。30名の募集に対しキャンセル等で参加者が18名であったのが残念であった。区主催の同様の無料
講座開催（11/5、12）も影響したと思われる。今後、開催に際しては、バッティングしないようにしていきたい。

最新のリサイクル施設を見にいこう ～家電や食品廃棄物処理等の現状を知りライフスタイル見直そう～ 
バス見学会
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10 ステップアップ講座（第3回） 

大庭みゆき（㈱環境エネルギー総合研究所・代表取締役、工学博士）

家庭のエネルギー消費は、家電機器、住宅性能、家族の成長（ライフサイクル）によってエネルギー

の使い方が変化します。そのため、その人、その家庭、そのライフスタイルにマッチしたエネルギー消費

量の見える化と省エネ対策のノウハウやアドバイスを受けることが出来ます。

タワーホール船堀・３０７会議室

一般

平成２６年１０月１８日（土）1３:３０～１５:３０

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

コーディネーター

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

ふりかえりでは、参加者の受講前と受講後では、ほとんどの方が理解できたと回答があった。今回座学後に
取り入れたワークショップでは、取り組んでみたい「省エネ対策」として受講者から２０項目が提案され、
今後日常生活での取り組みに期待したい。区民の中では省エネは定着している感があるが、地球温暖化
対策として「省エネ」講座は大切であるので、更に視点を変えた講座を企画する必要性を感じた。

みんなでやろう！ 省エネ対策 ～家庭のライフスタイルにマッチした省エネのアドバイスが受けられます～
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11 ステップアップ講座（第4回） 

水野 建樹（㈳未踏科学技術協会・研究主幹・工学博士）

地球温暖化の主な原因である二酸化炭素（CO2）は、誰もが使うモノの一生（ライフサイクル）を通して

排出されている。どんな製品も、材料調達・製造・流通廃棄・リサイクルのライフサイクルにおいてCO2

を排出していることを学び、環境への影響を再認識してもらい、環境に配慮した消費行動につなげる。

タワーホール船堀・産業振興センター

一般

平成２６年１１月８日（土）1３:３０～１５:３０

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

講座は、クイズやワークショップを交えながら参加者にわかりやすく進められ、物の一生の中でCO2がどこ
で発生するかのワークショップでは、いろんな意見がでて環境負荷への理解度が深まった。受講者全員
が女性で、ワークショップの成果発表で戸惑う人もあったが、一生懸命発表しもらうことができた。残念
であったのは、実施前に出席案内をしたにも拘わらず、連絡もなく６名の欠席がでてしまった。代表者名
によるグループ参加の対応を如何にするかが課題。

買い物袋の一生（商品の一生を考える）～日常のお買い物がCO2の排出に繋がっていることを学びます～

13



14 リーダー・仲間づくり講座（第１回～第４回） 

大和地 弘一（環境カウンセラー）、 水上 泰輔（環境カウンセラー）

環境問題への思いを実現させてみたい方、参加者同士の仲間や場づくりの輪を広げたい方へ、
コミュニケーションのイロハや実践のノウハウを学びエコリーダーを目指す。

■第１日目：地球温暖化と異常気象、エコセンター紹介、コミュニケーションのイロハ

■第２日目：エコについてグループで話し合おう＆発表

■第３日目：活動している人たちとの話し合い＆修了式・先輩との交流会

■第４回目：エコ活動イベントへの参加・体験（松江３りんしゃグランプリイベント）

タワーホール船堀・３０１会議室、 産業振興センター、 松江商店街通り

一般

第１回：平成２６年１１月１４日（金）１８：３０～２０：００

第２回：平成２６年１１月２１日（金）１８：３０～２０：００

第３回：平成２６年１１月２８日（金）１８：３０～２０：００

第４回：平成２６年１１月３０日（日）１０：００～１５：００　

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

平成１３年度から毎年開催しているリーダー講座は１４回を迎え１３名の参加があった。
地球温暖化に伴う異常気象や日本の温室効果ガスの削減状況を学び、えどがわエコセンターの活動を
知ってもらった。「エコ活動力を高めるために」の課題設定をしたワークショップでは、ブレーンストーミン
グとＫＪ法を活用し、リーダーとして必要なコミュニケーションの大切さを再認識いただいた。ワークショッ
プの議論や結果の発表では、環境教育の重要性が認識されたこと有意義であった。参加者は総合人生
大学の方が多く、問題意識が高く今後の活動に期待したい。

環境学習リーダー養成講座（レッツ・エコデビュー）
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14 第１回：１１月１４日（金）

14 第２回：１１月２１日（金）

14 第３回：１１月２８日（金）

14 第４回：１１月３０日（日）
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12 小中学生講座 

大和地 弘一（環境カウンセラー）

子どもたちに、環境に関する知識の気づきを与え、日常生活での取り組みが、地球の環境に対して

大きな影響を与えることに関心を持ってもらい、みんなで力を合わせることで、環境にやさしい社会

を作ることができることを学ぶ。

江戸川区立・瑞江小学校・プレイルーム

瑞江小学校４年生（７３名）

平成２６年９月２６日（金）１０：４０～１２：１５

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

準備段階から校長先生、担任の先生と授業のねらい、学習ステップ等について打合せを重ね進め、有意
義な授業ができた。地球環境の現状と温暖化は、新たに作成したテキストとＤＶＤ、ＰＰを使い温暖化の
主原因はＣＯ２（二酸化炭素）であることその仕組みについてもある程度理解できたと思う。ジグソーパズル
の組立・環境言葉カードを体験「環境にやさしくない生活」と「環境にやさしい生活」を学んでもらった。

小学生への出前授業（１）～パズル等を使用し環境にやさしい生活を学ぶ体験学習～ 
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12 小中学生講座 

大和地 弘一（環境カウンセラー）

子どもたちに、環境に関する知識の気づきを与え、日常生活での取り組みが、地球の環境に対して

大きな影響を与えることに関心を持ってもらい、みんなで力を合わせることで、環境にやさしい社会

を作ることができることを学ぶ。

江戸川区立・瑞江小学校・教室

瑞江小学校特別支援学級（２７名）

平成２６年１０月１７日（金）９：４０～１２：１５

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

特別支援学級の児童に対する初めての環境授業であったが、学校側と事前にプログラム構成の摺合せや、
ツールを試してもらい可能であることを確認したことで、スムーズに実施できた。学校側との充分な打合せ
の必要性を感じた。１時間目は、１～６年生の全児童を対象にエコガインダーのＤＶＤを鑑賞、２時間目は、
３年生以上を対象にジグソーパズルの組立・環境言葉カードを体験「環境にやさしくない生活」と「環境
にやさしい生活」を学んでもらった。環境に悪い行動には指摘する子供もたくさんいて感心した。

小学生への出前授業（２）～パズル等を使用し環境にやさしい生活を学ぶ体験学習～ 
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13 小中学生講座 

水野 建樹（㈳未踏科学技術協会・研究主幹・工学博士）

地球温暖化の主な原因である二酸化炭素（CO2）は、学校の生活で使用するモノでも、ゆりかご

（材料調達・製造・流通）から墓場（廃棄・リサイクル）までのライフサイクルにおいてCO2を排出し

ていることに気づき、温暖化防止に対し日常で何が出来るか、ライフスタイルについて考えて見る。

江戸川区立　瑞江中学校・視聴覚室

瑞江中学校1年生（１０５名）

平成２７年２月１７日（火）８：５５～９：４５

特定非営利活動法人えどがわエコセンター

講 師

概 要

会 場

対 象 者

日 時

主 催

中学校の生徒に対する環境授業として、‘ライフサイクル思考に基づく環境教育’を取り入れ「温暖化と私
たちの生活」をテーマに、①化石燃料による二酸化炭素（CO2）が原因で地球温暖化が進んでいることを
きちんと知る ②普段の日常生活で、目に見えないところでも二酸化炭素が出ていることに気づきを与える
③温暖化に対して日常で何ができるか、ライフスタイルについて考えさせるきっかけとする ことをねらい、
有意義な授業ができた。

中学生への出前授業 ～自分の持ち物の原料調達・生産・廃棄まで、環境への負荷を学ぶ～
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平成２6年度「おきがる環境講座」受講者数

 NO.  区分  講　座　名 受講者数

 
1
  「地球の破綻」２１世紀版「成長と限界」 

５２
   　　～地球の未来を考えてみる～

 2  第１回 夏休み親子でエコを体験しよう ３５

 3  第２回 花王すみだ事業場見学会 ２８

 4  第３回 原っぱで生き物をさがそう探検隊 １９

 5  第４回 深刻化する異常気象 １９

 6  第５回 環境問題の今（入門編） ９

 7  第６回 eco検定受験対策セミナー ５

 8  第１回 親子で食育菜園を体験しよう １５

 9  第２回 最新のリサイクル施設を見にいこう １８

 10  第３回 みんなでやろう！ 省エネ対策 １５

 11  第４回 買い物袋の一生（商品の一生を考える） １６

   第１回 地球環境と異常気象、エコセンター紹介、コミュニケーションのイロハ 

 14
  第２回 エコについてグループで話し合おう＆発表 

１３
 

   第３回 活動している人たちとの話し合い＆修了式と先輩との交流会 

   第４回 エコ活動イベントへの参加・体験（松江３りんしゃグランプリイベント） 

 
12
  小学生への出前授業（小学４年生）（１） ７３

   小学生への出前授業（特別支援学級）（２） ２７

 13  中学生への出前授業（中学１年生） １０５

   計  ４４９

基
礎
講
座

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

仲
間
づ
く
り
講
座

リ
ー
ダ
ー
・

小
中
学
生
講
座

講
演
会

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
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